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○夕張岳スキー場計画



林
軌
道
を
敷
設
し
て
切
出
し
た
木
材
の
量
は
、
恐
ら
く

膨
大
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
近
年
、
そ
の
一
部
が
富

良
野
芦
別
道
立
自
然
公
園
の
第
一
種
特
別
地
域
と
な
っ

て
い
る
滝
の
沢
岳
の
一
○
○
○
ｍ
付
近
ま
で
伐
採
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
営
林
署
の
森
林
施
業
計
画
と
、

自
然
保
護
に
対
す
る
姿
勢
を
大
い
に
疑
う
も
の
で
あ

る
。

二
ス
キ
ー
場
開
発
計
画
の
歴
史

夕
張
岳
に
ス
キ
ー
場
を
設
け
よ
う
と
い
う
構
想
は
、

一
九
七
八
年
八
月
に
札
幌
通
産
局
長
と
し
て
着
任
し
た

寺
田
恵
一
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
言
わ
ば
夕
張
市
の

総
合
的
開
発
構
想
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
の
中
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
当
時
産
炭
地
振
興
と
い
う
と
、
ハ
ン

で
押
し
た
よ
う
に
、
工
業
団
地
造
成
～
二
次
産
業
の
企

業
誘
致
が
定
型
で
あ
っ
た
中
で
、
三
次
産
業
で
夕
張
再

開
発
と
い
う
点
で
異
色
で
あ
っ
た
。
局
内
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
設
け
、
部
厚
い
報
告
書
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
た
と
い
う
。

一
九
八
一
年
の
北
炭
夕
張
新
鉱
の
ガ
ス
爆
発
事
故
以

来
、
夕
張
市
存
亡
の
鍵
を
握
る
も
の
と
し
て
、
石
炭
あ

歴
史
村
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
開
発
に
一
層
力
を
入
れ

は
じ
め
、
夕
張
岳
開
発
は
、
民
間
活
力
を
導
入
し
な
け

・
れ
ぱ
実
現
の
可
能
性
が
薄
い
こ
と
か
ら
、
国
土
計
画
が

参
入
し
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
九
八
三
年
三
月
に
は
、
堤
義
明
社
長
が
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
り
、
夕
張
か
ら
大
雪
に
か
け
て
空
か
ら
視
察

し
、
ス
キ
ー
場
計
画
の
開
発
計
画
構
想
策
定
を
指
示
し
、

一
九
八
四
年
三
月
に
は
、
ト
’
－
１
ザ
ィ
ラ
ー
が
ヘ
リ
で

夕
張
岳
山
腹
に
降
り
、
滑
降
し
て
雪
質
と
景
観
を
絶
賛

シューパロ湖より春の夕張岳

一
夕
張
岳
の
自
然

夕
張
岳
は
中
世
代
白
亜
紀
末
か
ら
、
当
時
の
海
底
か

ら
隆
起
し
始
め
、
更
に
後
年
の
造
山
運
動
（
約
千
三
百

万
年
前
）
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点

で
火
山
性
の
大
雪
山
な
ど
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

山
頂
部
の
岩
体
や
、
前
岳
、
ガ
マ
岩
等
の
岩
峰
は
、
夕

張
岳
変
成
岩
類
と
称
さ
れ
る
緑
色
片
岩
な
ど
で
構
成
さ

れ
、
一
方
、
水
を
含
む
と
崩
壊
し
や
す
い
蛇
紋
岩
露
岩

地
は
著
し
く
侵
蝕
さ
れ
、
お
花
畑
な
ど
の
鞍
部
を
構
成

し
、
写
真
に
み
る
と
お
り
、
独
特
な
景
観
を
呈
し
て
い

る
。

前
述
の
岩
石
は
、
国
内
の
大
部
分
の
岩
石
が
珪
酸
質

で
あ
る
の
に
対
し
、
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
多
量
に
含

み
、
超
塩
基
性
岩
と
称
さ
れ
、
こ
れ
に
順
応
し
た
植
物

が
こ
れ
ら
の
岩
石
で
椛
成
さ
れ
た
岩
峰
や
湿
原
に
生
育

し
、
固
有
種
を
多
く
産
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
氷
期

の
遺
存
種
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
夕
張
岳
に

は
ナ
キ
ウ
サ
ギ
と
高
山
昆
虫
の
生
息
も
知
ら
れ
て
い

夕
張
岳
ワ
ー
ル
ド
リ
ゾ
ー
ト
構
想
中
の
ス
キ
ー
場
開

発
計
画
が
昨
年
十
一
月
に
、
国
土
計
画
に
よ
り
明
ら
か

に
さ
れ
、
以
来
、
市
民
は
も
と
よ
り
国
内
外
の
大
き
な

関
心
を
呼
ぶ
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

し
た
と
い
う
。
ま
た
、
一
九
八
七
年
に
は
、
市
の
委
託

に
よ
り
北
海
道
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱
が
「
夕
張
岳

ワ
ー
ル
ド
ス
キ
ー
場
開
発
事
業
に
係
る
環
境
影
響
調

査
」
を
実
施
し
、
一
通
り
終
了
後
、
現
在
も
追
加
調
査

が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

三
ス
キ
ー
場
開
発
計
画
と
そ
の
問
題
点

市
の
「
夕
張
岳
ワ
ー
ル
ド
リ
ゾ
ー
ト
開
発
構
想
」
の 頂上よりガマ岩(左)､前岳(中央左)を見る

一
環
と
し
て
、
国
土
計
画
に
依
頼
し
、
一
九
八
八
年
十

一
月
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
「
夕
張
岳
ワ
ー
ル
ド
ス
キ
ー

場
開
発
構
想
」
に
よ
れ
ば
、
要
す
る
事
業
費
が
四
十
億

円
で
一
九
九
○
年
十
二
月
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
、
入
り

込
み
客
目
標
を
初
年
度
八
万
人
、
約
十
年
後
に
十
二
万

人
と
し
て
お
り
、
給
水
、
汚
水
、
ご
み
な
ど
の
処
理
は
、

数
案
用
意
し
、
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。

ス
キ
ー
コ
ー
ス
だ
け
で
も
延
べ
三
十
七
ｍ
を
予
定

し
、
そ
の
内
、
第
一
種
特
別
地
域
に
十
一
。
五
地
（
三

十
諒
迅
、
第
二
種
特
別
地
域
に
二
十
一
。
二
畑
（
五
十

七
・
二
軒
）
か
か
っ
て
お
り
、
実
に
コ
ー
ス
中
の
八
十

八
・
三
軒
を
特
別
地
域
を
利
用
す
る
と
い
う
、
信
じ
ら

れ
な
い
よ
う
な
、
暴
挙
と
い
っ
て
よ
い
経
過
区
で
あ
る
。

お
花
畑
な
ど
貴
重
な
地
域
は
直
か
に
手
は
つ
け
な
い

の
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
他
の

地
域
は
よ
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
夕
張
岳
の

ハ
イ
マ
ツ
帯
上
部
の
超
塩
基
性
岩
地
に
生
育
す
る
植
物

群
は
、
本
来
、
植
物
の
生
育
に
適
さ
な
い
土
壌
に
う
ま

く
順
応
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
夕
張

岳
山
麓
部
や
比
較
的
低
標
高
の
数
地
点
で
、
蛇
紋
岩
が

露
出
し
た
地
域
に
固
有
鉱
山
植
物
が
降
下
し
て
い
る
事

実
を
、
け
っ
し
て
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。

四
会
の
発
足
に
至
る
経
過

昨
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
夕
張
山
岳
会
の
総
会
で
夕

張
岳
開
発
と
そ
の
問
題
点
が
討
議
さ
れ
、
以
来
、
会
長

ほ
か
会
員
有
志
に
よ
り
保
護
運
動
の
具
体
化
が
模
索
さ

れ
て
き
た
。
三
月
に
至
り
、
同
山
岳
会
長
名
で
、
市
教

育
長
宛
に
、
「
夕
張
岳
高
山
植
物
群
落
」
を
国
指
定
の
天

然
記
念
物
と
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
を
要
望
す
る

る
。

夕
張
岳
の
ナ
キ
ウ
サ
ギ
は
、
一
九
三
二
年
に
犬
飼
哲

夫
博
士
に
よ
る
論
文
に
記
載
さ
れ
た
の
が
最
初
で
、
国

内
で
初
め
て
置
戸
か
ら
発
見
さ
れ
た
の
が
一
九
二
八
年

で
あ
る
か
ら
、
可
成
り
早
く
か
ら
そ
の
生
息
が
確
認
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
夕
張
岳
は
、
日
本

に
お
け
る
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
南
西
限
の
生
息
地
と
し
て
特

筆
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

高
山
昆
虫
と
は
、
森
林
限
界
を
超
え
、
ハ
イ
マ
ツ
帯

上
部
に
限
っ
て
生
息
す
る
昆
虫
を
い
い
、
高
山
で
み
ら

れ
る
昆
虫
を
総
称
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
夕
張
岳
で

は
、
大
雪
山
と
共
通
種
の
ア
ル
プ
ス
ャ
ガ
、
ア
ル
プ
ス

ギ
ン
ゥ
ワ
等
ハ
、
ダ
イ
セ
ッ
ャ
ガ
の
高
山
蛾
が
一
九
六
六

年
以
降
発
見
さ
れ
て
い
る
。

国
指
定
の
天
然
記
念
物
ク
マ
ゲ
ラ
は
、
夕
張
岳
を
含

む
夕
張
山
地
に
広
く
分
布
し
て
い
る
が
夕
張
岳
の
樹
海

が
伐
り
開
か
れ
た
の
は
可
成
古
く
か
ら
行
わ
れ
、
一
九

六
五
年
頃
ま
で
に
標
高
一
○
○
○
ｍ
付
近
ま
で
伐
採
さ

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
八
八
年
十
二
月
現

在
で
、
夕
張
営
林
署
管
内
の
年
間
伐
採
量
は
道
内
一
と

な
っ
て
お
り
、
平
地
か
ら
、
可
成
の
高
地
ま
で
、
大
径

木
・
天
然
木
は
極
端
に
減
少
し
て
来
て
い
る
。
か
つ
て

は
、
夕
張
岳
を
所
管
す
る
大
夕
張
営
林
署
が
あ
り
、
森
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一

特
に
、
市
当
局
が
今
秋
の
「
北
海
道
自
然
環
境
保
全

審
議
会
」
に
提
出
す
る
環
境
影
響
評
価
書
の
信
頼
性
は
、

む
し
ろ
、
そ
れ
を
担
当
し
た
学
識
者
と
言
わ
れ
る
人
物

や
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
、
そ
し
て
、
こ
れ
を
審
議

す
る
審
議
会
委
員
の
姿
勢
に
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
い

と
い
け
な
い
。
一
方
、
我
女
は
、
環
境
ア
セ
ス
に
相
当

額
を
か
け
た
か
ら
、
も
し
く
は
学
者
先
生
の
方
女
に
よ

る
権
威
あ
る
報
告
書
で
あ
る
な
ど
と
言
い
、
い
つ
の
日

か
、
自
然
保
護
と
の
調
和
の
う
た
い
文
句
が
二
の
次
と

な
り
、
開
発
促
進
が
大
手
を
振
っ
て
歩
く
例
を
い
く
つ

も
知
っ
て
い
る
。
識
者
と
言
わ
れ
る
人
は
、
自
ら
の
提

言
を
、
促
進
す
る
側
に
う
ま
く
逆
利
用
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
、
自
ら
の
発
言
に
責

任
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

積
極
的
な
観
光
行
政
を
展
開
す
る
夕
張
市
と
し
て

は
、
夕
張
岳
全
山
が
国
指
定
の
特
別
天
然
記
念
物
と
な

る
こ
と
、
国
立
ま
た
は
国
定
公
園
指
定
に
向
け
、
市
民

サ
イ
ド
で
動
き
出
し
た
こ
と
に
大
き
な
喜
び
を
感
じ
て

い
る
は
ず
で
あ
り
、
か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な
自
然
を

抱
え
た
自
治
体
と
し
て
、
北
海
道
の
斜
里
町
や
大
分
県

の
湯
布
院
町
の
例
に
な
ら
い
、
こ
れ
を
現
状
の
ま
々

痔
、

蕊
､a

上
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子
を
孫
食
へ
伝
え
て
い
く
絶
好
の
機
会
で
あ
る
は
ず
で

あ
る
。世

は
、
お
し
な
べ
て
、
リ
ゾ
ー
ト
を
叫
ぶ
時
代
で
あ

る
が
、
既
に
、
か
つ
て
の
列
島
改
造
の
焼
き
直
し
で
あ

る
こ
と
が
訴
え
ら
れ
て
お
り
、
行
政
の
青
写
真
に
よ
り
、

企
業
が
笑
う
だ
け
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
高
山
植
物
の
国
指
定
天
然
記
念
物
や
、
国

立
・
国
定
公
園
格
上
げ
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
、
観
光

都
市
を
め
ざ
す
夕
張
市
の
文
化
遺
産
。
名
勝
と
し
て
地

域
の
振
興
に
つ
な
が
る
の
で
あ
り
、
現
在
の
市
政
方
針

に
何
ら
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
な
お
の
こ

と
我
狗
は
、
夕
張
岳
全
山
の
特
別
天
然
記
念
物
指
定
を

こ
こ
に
訴
え
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
灰
聞
す
る
こ
と
ろ
に
よ
る
と
、
市
は
夕
張
岳

南
麓
を
通
過
し
南
富
良
野
町
金
山
へ
抜
け
る
「
夕
張
・

金
山
線
」
の
道
道
昇
格
・
早
期
着
工
が
道
に
要
請
さ
れ

て
い
る
と
い
わ
れ
、
夕
張
岳
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
ス
キ
ー

場
開
発
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
を
深
く
認
識
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○

次
号
予
告

特
集
道
有
林
の
現
状

●
厚
真
町
か
ら
の
報
告

●
暑
寒
別
連
山
の
実
情
な
ど

七
月
一
日
発
行
予
定

’
且
１
４
１
１
１
１
１
０
４
吋
１
１
１
４
．
１
日
吋
川
１
１

口
r北海道の自然』NQ27 (1988)より転載

署
名
活
動
を
展
開
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
世
論

の
高
ま
り
も
あ
り
、
同
山
岳
会
有
志
の
ほ
か
、
ユ
ウ
パ

ロ
山
歩
会
有
志
、
主
婦
な
ど
が
加
わ
り
、
夕
張
岳
の
自

然
破
壊
を
憂
慮
す
る
人
々
に
よ
り
「
夕
張
岳
の
開
発
に

よ
る
自
然
破
壊
に
反
対
す
る
こ
と
」
を
明
確
に
う
た
っ

た
市
民
組
織
の
発
足
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。
四
月
十
七

日
（
月
）
ヨ
ウ
パ
リ
コ
ザ
ク
ラ
の
会
」
が
発
足
し
た
。

夕
張
市
内
は
巷
に
「
革
新
的
保
守
の
ま
ち
」
と
表
現

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
言
い
え
て
妙
で
あ
り
、
と
か

く
、
自
由
な
言
動
が
抑
圧
さ
れ
か
ね
な
い
雰
囲
気
を

持
っ
た
夕
張
市
に
あ
っ
て
、
こ
の
た
び
地
区
労
等
の
既

成
の
組
織
を
一
切
頼
り
に
せ
ず
、
し
か
も
前
述
の
署
名

活
動
で
一
万
名
を
超
え
る
人
食
の
賛
同
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
背
景
を
持
っ
た
市
民
組
織
と
し
て
の
本
会
の
発

足
は
ま
さ
に
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

六
運
動
を
す
す
め
る
上
で
の
課
題

第
八
次
石
炭
政
策
の
時
限
や
、
こ
れ
に
伴
う
産
炭
地

振
興
を
急
ぐ
こ
と
と
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
進
行
状
況

か
ら
、
市
当
局
は
年
内
を
一
つ
の
山
場
と
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

五
本
会
の
運
動
の
方
向

本
会
灸
則
に
よ
り
「
夕
張
岳
の
開
発
に
よ
る
自
然
破

壊
に
反
対
し
、
道
立
自
然
公
園
の
指
定
を
格
上
げ
す
る
」

こ
と
を
基
本
目
的
と
し
、
そ
の
た
め
に
夕
張
岳
そ
の
も

の
を
一
人
で
も
多
く
の
人
達
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

学
習
会
、
体
験
登
山
、
ス
ラ
イ
ド
撮
影
会
、
講
演
会
を

企
画
し
、
ま
た
会
報
の
発
行
を
行
い
な
が
ら
会
員
等
の

拡
大
を
め
ざ
し
て
い
る
。
．

’
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「
ダ
ム
は
大
い
な
る
ム
ダ
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

沙
流
川
の
ダ
ム
（
二
風
谷
ダ
ム
、
平
取
ダ
ム
）
は
、
地
元

民
に
と
っ
て
、
百
害
は
あ
っ
て
も
、
利
益
は
一
つ
も
見

出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
、
①
、
二
十
七

万
”
／
日
の
工
業
用
水
は
必
要
か
②
、
砂
の
堆
積
や
洪

水
は
防
げ
る
か
③
、
魚
や
農
業
の
被
害
は
防
げ
る
か

と
い
う
三
点
に
し
ぼ
っ
て
、
沙
流
川
の
ダ
ム
の
有
害
無

益
性
を
洗
い
出
し
て
ゑ
ま
す
。

一
、
二
十
七
万
吋
／
日
の
エ
業
用
水
は
必
要
か

沙
流
川
総
合
開
発
事
業
の
「
環
境
影
響
評
価
」
は
、

そ
の
事
業
目
的
の
重
要
な
柱
と
し
て
、
「
苫
小
牧
東
部
大

規
模
工
業
基
地
に
対
し
、
工
業
用
水
と
し
て
二
十
七
万

”
／
日
の
取
水
を
可
能
な
ら
し
め
る
」
こ
と
を
上
げ
て

い
ま
す
。

こ
の
二
十
七
万
が
／
日
と
い
う
数
字
は
、
苫
東
の
工

業
用
水
の
必
要
鐙
約
百
万
”
／
日
と
い
う
計
画
か
ら
き

て
い
ま
す
が
、
苫
東
の
開
発
の
現
状
を
ゑ
て
も
、
将
来

的
な
見
通
し
を
考
え
て
ゑ
て
も
、
あ
ま
り
に
も
過
大
な

想
定
で
、
な
ん
ら
根
拠
の
な
い
も
の
で
す
。

こ
の
開
発
庁
の
「
計
画
」
が
、
い
か
に
過
大
な
も
の

で
あ
っ
た
か
は
、
昭
和
五
十
七
年
の
現
在
で
も
、
苫
小

牧
西
部
工
業
地
帯
の
工
業
用
水
の
能
力
が
、
第
一
工
業

用
水
道
（
勇
払
川
）
、
第
二
工
業
用
水
道
（
安
平
川
）
を
合

洪
水
は
上
流
の
森
林
乱
伐
、
乱
開
発
に
よ
っ
て
ひ
き

お
こ
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
自
然
破
壊
を
や

め
、
森
林
の
回
復
を
な
さ
な
い
限
り
、
い
く
ら
ダ
ム
を

造
っ
た
り
、
河
川
を
改
修
し
て
も
、
洪
水
、
地
迄
り
、

山
崩
れ
は
防
げ
な
い
と
思
い
ま
す
。
上
流
部
の
山
岳
や

丘
陵
で
、
浸
蝕
、
崩
落
し
た
土
砂
が
河
川
に
流
入
し
、

ダ
ム
が
で
き
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
そ
こ
に
堆
積
し
て
し
ま

い
ま
す
。
貯
水
池
の
容
量
は
次
第
に
小
さ
く
な
り
、
河

床
が
上
昇
し
、
小
洪
水
で
も
氾
濫
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
洪
水
を
調
節
す
る
は
ず
の
ダ
ム
が
で
き
て
か
ら
、

以
前
よ
り
洪
水
の
回
数
が
多
く
な
り
、
上
流
で
も
下
流

で
も
、
大
洪
水
の
被
害
を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
こ

れ
ま
で
数
多
く
見
う
け
ら
れ
ま
す
。

沙
流
川
ダ
ム
の
よ
う
な
多
目
的
ダ
ム
は
、
発
電
や
工

業
用
水
確
保
の
た
め
に
は
、
利
水
Ⅱ
水
を
貯
め
る
必
要

が
あ
り
、
洪
水
調
節
の
た
め
の
治
水
Ⅱ
空
け
る
こ
と
、

こ
の
両
方
が
相
矛
盾
し
た
関
係
に
あ
り
、
い
ざ
と
い
う

日勝峠

寺

と
き
に
洪
水
調
節
の
機
能
が
は
た
せ
る
か
、
大
い
に
疑

問
が
あ
り
ま
す
。
解
く
に
、
沙
流
は
堆
砂
率
が
極
め
て

高
く
、
平
取
地
区
の
基
本
高
水
の
ピ
ー
ク
が
五
四
○
○

耐
／
秒
に
も
な
り
、
上
流
地
区
は
森
林
伐
採
が
著
し
く
、

●
●
●
、
■
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●

洪
水
調
節
ど
こ
ろ
か
、
ダ
ム
が
原
因
で
大
洪
水
が
起
こ

●
●
●
●
●

り
か
ね
な
い
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

三
、
魚
や
農
業
の
被
害
は
防
げ
る
か

「
環
境
影
響
評
価
」
は
「
シ
シ
ャ
モ
及
び
サ
ク
ラ
マ

ス
に
つ
い
て
は
適
切
な
保
全
対
策
を
誰
ず
る
こ
と
と
し

て
い
る
の
で
、
大
き
な
影
響
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
」
と
述
べ
、
「
環
境
保
全
対
策
」
と
し
て
、
「
流
量

を
自
然
の
ま
ま
の
状
態
に
保
ち
、
排
砂
水
門
を
設
け
、

河
床
低
下
の
防
止
を
図
り
ま
す
。
ダ
ム
直
下
で
親
魚
を

捕
獲
し
下
流
に
放
流
し
ま
す
」
な
ど
と
し
て
い
ま
す
が
、

実
効
が
あ
が
る
と
は
と
て
も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

す
で
に
苫
東
港
湾
建
設
の
埋
立
て
に
よ
る
生
み
の
汚

染
が
シ
シ
ャ
モ
漁
に
影
響
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
ダ
ム
が
で
き
れ
ば
、
川
の
生
態
系
が
ズ
タ
ズ
タ

に
こ
わ
さ
れ
、
産
卵
場
の
破
壊
、
流
水
量
、
流
砂
量
の

激
変
、
巨
大
な
障
害
物
の
発
生
に
よ
る
魚
道
の
遮
断
、

流
砂
、
赤
潮
に
よ
る
貯
水
池
の
汚
染
、
流
砂
量
激
減
に

よ
る
河
口
環
境
の
破
壊
な
ど
、
シ
シ
ャ
モ
の
生
棲
繁
殖

に
と
っ
て
、
致
命
的
な
影
響
が
出
る
こ
と
は
必
至
で
す
。

環
境
評
価
に
あ
る
よ
う
な
と
っ
て
つ
け
た
よ
う
な
「
対

策
」
で
解
決
で
き
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

ダ
ム
の
建
設
は
、
漁
業
だ
け
で
な
く
、
農
業
に
も
重

大
な
被
害
を
与
え
ま
す
。
水
温
が
下
が
る
、
水
が
汚
染

さ
れ
る
、
地
下
水
位
が
変
化
す
る
、
取
水
が
困
難
に
な

る
、
水
量
調
節
が
う
ま
く
い
か
な
い
、
等
命
ま
た
、

洪
水
の
と
き
は
上
流
に
お
い
て
も
下
流
に
お
い
て
も
、

わ
せ
て
、
二
十
万
ｔ
／
日
、
苫
東
似
い
た
っ
て
は
、
北

電
一
号
基
分
と
し
て
、
安
平
川
か
ら
三
千
ｔ
／
日
確
保

し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
安
平
川
分
は
約
五
万
ｔ
／
日
も

余
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
ま
す
。
工

業
用
水
は
現
時
点
で
、
百
万
”
／
日
に
は
ほ
ど
遠
い
十

五
万
証
／
日
の
使
用
量
に
す
ぎ
ず
、
五
万
ト
ン
も
無
駄

に
捨
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
状
況
で
す
。

苫
東
の
工
業
用
水
百
万
が
／
日
と
い
う
数
字
は
、
高

度
経
済
成
長
期
に
た
て
ら
れ
た
、
な
ん
ら
現
実
性
の
な

い
、
大
風
呂
敷
的
な
「
計
画
」
が
、
ま
だ
尾
を
ひ
い
て

い
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

苫
小
牧
東
部
工
業
開
発
の
現
状
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
国
が
昭
和
四
十
六
年
に
策
定
し
た
「
苫
小
牧
東
部

大
規
模
工
業
用
開
発
基
本
計
画
（
案
）
」
に
よ
れ
ば
、
こ

の
地
区
の
昭
和
六
十
年
代
の
生
産
額
は
、
な
ん
と
三
兆

三
千
億
円
と
い
う
と
て
つ
も
な
い
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
計
画
も
実
現
の
見
通
し
は
ま
っ
た
く

た
っ
て
い
ま
せ
ん
。
苫
東
地
区
に
立
地
が
決
ま
っ
て
い

る
の
は
、
石
炭
火
力
発
電
、
石
油
備
蓄
、
石
油
化
学
、

自
動
車
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
す
が
、
石
炭
火
力
は
建

設
・
ヘ
ー
ス
ダ
ウ
ン
、
石
炭
備
蓄
は
建
設
中
断
、
石
油
化

学
は
進
出
日
程
の
見
通
し
さ
え
た
た
な
い
状
況
で
、
出

農
業
に
大
変
な
打
撃
を
も
た
ら
し
ま
す
。
例
え
ば
、
天

竜
川
の
泰
阜
ダ
ム
に
よ
っ
て
大
洪
水
が
発
生
し
、
日
本

三
大
桑
園
の
一
つ
と
い
わ
れ
た
川
路
地
区
の
豊
か
な
桑

園
が
壊
滅
さ
せ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
（
高
杉
晋

吾
『
日
本
の
ダ
ム
」
）
。
ダ
ム
は
農
民
か
ら
養
蚕
を
奪
い
、

農
業
と
生
活
の
基
盤
を
根
本
か
ら
破
壊
し
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。

ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
水
没
地
区
の

住
民
は
強
権
的
に
立
ち
退
か
さ
れ
、
ム
ラ
が
滅
び
て
し

ま
い
ま
す
。
住
民
の
抵
抗
が
弱
か
っ
た
り
、
ダ
ム
の
経

済
性
が
悪
け
れ
ば
、
補
償
金
さ
え
値
切
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
立
ち
の
き
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
為
は
、

生
活
基
盤
、
生
産
基
盤
を
変
更
せ
ざ
る
を
え
ず
、
生
活

の
再
建
が
順
調
に
い
っ
た
例
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

当
局
は
工
業
資
本
、
建
設
資
本
と
一
体
と
な
っ
て
、

ダ
ム
建
設
を
推
進
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
ダ
ム
に

欠
陥
が
あ
る
と
か
、
問
題
が
あ
る
と
か
は
い
わ
ず
、
自

分
た
ち
に
都
合
の
い
い
こ
と
ば
か
り
を
並
べ
た
て
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
ご
ま
か
さ
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ダ

ム
が
で
き
て
か
ら
後
悔
し
て
も
遅
い
の
で
す
。

四
国
の
ダ
ム
を
見
学
し
た
「
安
威
川
ダ
ム
反
対
市
民

の
会
」
に
対
し
、
地
元
の
人
食
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た

と
い
い
ま
す
。

「
ダ
ム
推
進
は
間
違
い
だ
っ
た
。
今
で
は
こ
わ
し
た

い
く
ら
い
だ
。
ダ
ム
は
つ
く
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
。
あ
ん

た
と
こ
、
ま
だ
な
ら
笈
だ
間
に
合
う
。
つ
く
ら
ん
こ
っ

ち
ゃ
」
。

○
こ
れ
は
「
守
る
会
」
結
成
直
後
の
躯
年
に
書
か
れ
た

も
の
を
部
分
収
録
し
た
も
の
で
す
。
（
事
務
局
）

荷
額
は
依
然
と
し
て
ゼ
ロ
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
苫
東
の
工
業
用
水
の
必
要
水
量
が
百

万
が
／
日
と
い
う
の
は
、
大
い
な
る
虚
構
で
あ
り
、
こ

の
虚
構
の
上
に
た
て
ら
れ
た
沙
流
川
ダ
ム
に
よ
る
工
業

用
水
二
十
七
万
耐
／
日
確
保
と
い
う
の
は
、
な
ん
ら
根

拠
が
あ
り
ま
せ
ん
。
百
歩
ゆ
ず
っ
て
、
苫
東
で
大
量
の

工
業
用
水
が
必
要
に
な
っ
た
と
し
て
も
沙
流
川
な
ど
か

ら
の
工
業
用
水
の
収
奪
は
、
絶
対
に
許
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
沙
流
川
ダ
ム
は
公
共
事
業
に
群
が
る

特
定
の
大
企
業
の
横
暴
か
ら
き
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を

え
ず
、
な
ん
ら
正
当
性
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。二

、
砂
の
堆
積
や
洪
水
は
防
げ
る
か

「
環
境
影
響
評
価
」
は
事
業
目
的
と
し
て
「
洪
水
調

査
を
行
い
、
下
流
平
取
町
、
門
別
町
の
水
害
を
防
除
し

ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
ダ
ム
建

設
強
行
の
た
め
の
単
な
る
理
由
づ
け
に
す
ぎ
な
い
と
思

い
ま
す
。

昭
和
五
十
二
年
度
の
建
設
省
の
調
査
に
「
堆
砂
状
況

上
位
二
十
ダ
ム
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
で
、

沙
流
川
の
岩
知
志
ダ
ム
は
、
全
堆
砂
率
が
六
七
。
九
四
％

で
、
施
行
年
で
あ
る
昭
和
三
十
三
年
か
ら
二
十
年
足
ら

ず
で
、
三
分
の
二
が
埋
ま
っ
て
し
ま
う
と
い
う
聴
く
べ

き
数
字
が
出
て
い
ま
す
。
実
際
、
こ
の
ダ
ム
を
さ
か
の

ぼ
っ
て
ゑ
れ
ぱ
、
砂
が
大
量
に
た
ま
っ
て
、
河
床
が
上

昇
し
、
濃
緑
色
に
よ
ど
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

全
国
の
主
要
ダ
ム
の
堆
砂
率
は
、
年
二
％
で
、
五
十
年

で
埋
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
岩
知
志
ダ
ム
の

堆
砂
率
は
全
国
で
一
、
二
を
争
う
ほ
ど
激
し
い
も
の
で

す
。
（
『
技
術
と
人
間
』
特
集
「
水
問
題
の
焦
点
」
）
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｜
、
八
八
年
度
活
動
報
告

昨
年
度
は
会
計
問
題
、
そ
れ
に
伴
う
代
表
・
副
代
表
。

事
務
局
長
の
辞
任
と
い
う
事
態
で
始
ま
っ
た
一
年
で
、

な
に
よ
り
も
「
再
建
」
が
目
標
と
な
っ
た
年
で
し
た
。

そ
の
後
の
努
力
に
よ
り
「
知
床
シ
ン
ポ
」
の
開
催
が
可

能
に
な
る
な
ど
年
度
末
に
は
新
体
制
も
機
能
し
は
じ
め

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
各
団
体
の
報
告
は
室
蘭

岳
の
自
然
を
守
る
会
。
藻
琴
山
の
自
然
を
守
る
会
の
二

団
体
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
度
の
活
動
報
告
と
今
年
度
の
活
動
方
針
を
決
定

す
る
今
年
度
第
１
回
４
月
の
代
表
者
会
議
が
４
月
２

日
、
札
幌
・
婦
人
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
さ
ま

し
た
。
参
加
団
体
は
大
雪
と
石
狩
の
自
然
を
守
る
会
、

十
勝
自
然
保
護
協
会
、
知
床
自
然
保
護
協
会
、
道
央
地

区
勤
労
者
山
岳
連
盟
、
社
会
法
人
北
海
道
自
然
保
誰
協

会
、
北
海
道
の
自
然
を
考
え
る
会
、
キ
ッ
ネ
ハ
ウ
ス
、

室
蘭
岳
の
自
然
を
守
る
会
、
札
幌
周
辺
の
自
然
を
考
え

る
会
、
大
雪
の
自
然
を
守
る
会
の
十
団
体
で
し
た
。

一
一
、
八
八
年
度
決
算
報
告

左
表
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

1988年度決算

収入の部

科 目

会団体加盟費

鼠賛助会員
入 （小計）

物品販売

寄 付 金

日高基金繰入

事業活動

そ の 他

|合 計

会員収入

1 予 算 決 算 ｜ 増 減
150,000 158,000 8,000

1,200,000 972,999 ▲227,001

(1,350,000） （1,130,999） （▲219,001）

100,000 139,290 39,290

100,000 352,370 252,370

356,000 356,000 0

169,000 0 4169,000

16，526 16,526

2,075,000 1 1,995,185 ▲79,815

考備

体

名

団
９

７
５

１
２

45名

基金取崩し

な し

秀岳荘広告代3回，
曲

利子
一

前年度繰越金 68，458

支出の部

備 考

2， 3月分（2万円）滞納

電気・水道・灯油

コピーレンタル，ワープロインク,事務用品等

会報5回・通信発送没、電話料

な し

代表者会議4回

井山60,000×2ケ月， 70,000×10ケ月

科 目

事務所費

光熱費

管事務消耗費
理通信費

支交通・旅費

出会議費
人件費

（小計）

会報印刷

赤字返済

そ の 他

合 計

管理支出

予 算

165,000

60，000

150,000

300,000

100,000

40，000

840,000

(1,655,000）

320,000

100,000

0

2，075，000

決 算

145,540

31，318

92，095

419,112

0

45，800

820,000

（1,553,865）

272,800

0

7，000

1,833,665

増 減

▲19,460

▲28，682

▲57，905

119,112

▲100,000

5,800

▲20,000

"101, 135)

▲47,200

▲100,000

7，000

▲241,335

三
、
八
九
年
度
活
動
方
針

リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
対
す
る
運
動
と
「
知
床
シ
ン
ポ
」

へ
の
取
組
み
を
八
九
年
度
の
二
大
目
標
と
し
、
具
体
的

に
は
国
有
林
の
問
題
、
富
良
野
。
大
雪
リ
ゾ
ー
ト
法
指

定
地
域
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
夕
張
岳
ス
キ
ー
場
問
題
な
ど
各
地
域
で
の

開
発
に
伴
い
発
生
す
る
自
然
破
壊
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

五
、
新
事
務
局
体
制

専
従
を
置
く
こ
と
が
不
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
事
務
局
体
制
を
一
新
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
く
、
事
務
局
長
に
前
田
重
利
（
歩
使
い
ど
う
の
自
然

を
考
え
る
会
）
が
就
任
し
、
事
務
局
次
長
に
は
井
山
浩
一

が
留
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
事
務
所

に
学
生
な
ど
が
交
代
で
詰
め
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
は

宇
仁
義
和
（
北
大
教
育
学
部
四
年
）
が
担
当
し
て
い
ま

一
◎

ず
現
在
事
務
局
員
を
募
集
中
で
す
。

四
、
八
九
年
度
予
算

左
表
の
よ
う
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
よ
り
や

や
縮
小
さ
れ
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

北の自然5回，通信印刷費

87未納金（書籍)，販売物品仕入れ

１
口

一
一
一
一

．
５
計
髄

今
ロ
ー

舗
郵
》

弓
越
８

差
繰
妬

年
ａ

前
６

収入合計十
1,995,185+

差引残高
229,978

1989年度予算

一般会計

収入の部 1989年4月1日～1990年3月31日支出の部

六
、
役
員
改
選

代
表
は
稲
田
孝
治
氏
の
再
任
と
な
り
ま
し
た
。
副
代

表
の
選
出
は
保
留
し
、
常
務
委
員
会
に
一
任
さ
れ
ま
し

た
。
常
務
委
員
会
に
は
現
五
団
体
に
加
え
、
新
た
に
札

幌
周
辺
の
自
然
を
考
え
る
会
、
大
雪
の
自
然
を
守
る
会

が
加
わ
り
、
七
団
体
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
室
蘭
岳
の
自
然
を
守
る
会
か
ら
「
非
常
務
」

な
が
ら
出
来
る
だ
け
参
加
す
る
と
の
申
し
出
が
あ
り
ま

し
た
。

代
表
稲
田
孝
治
（
大
雪
と
石
狩
の
自
然
を
守
る
会
）

常
務
委
員
大
雪
と
石
狩
の
自
然
を
守
る
会

大
雪
の
自
然
を
守
る
会

道
央
地
区
勤
労
者
山
岳
連
盟

㈱
北
海
道
自
然
保
護
協
会

北
海
道
の
自
然
を
考
え
る
会

札
幌
周
辺
の
自
然
を
考
え
る
会

キ
ッ
ネ
ハ
ウ
ス

代
表
者
会
議
は
、
加
盟
団
体
の
代
表
者
に
よ
り
構
成

さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
オ
プ
サ
ー
・
ハ
ー
参
加
は
ど
な
た

で
も
可
能
で
す
。
お
近
く
の
方
は
ぜ
ひ
と
も
御
参
加
下

さ
い
。

（
事
務
局
）

科 目 予 算

会団体加盟費 150,000

＃賛助会費 ］ﾕ00,00,-‐

入 （小計) (1,250,000)
寄 付金 300,000
一一

事業活動 100,000
--

そ の 他 30,000
－‐

△ 計 1,680,000口
－

会費収入

備 考

10,000×12 (前田ビル）

電気・水道・灯油

コピーレンタル料含む

電話1台，切手代

予 算

120,000

50，000

100,000

300,000

0

40，000

650,000

(1,260,000）

320,000

100,000

1,680,000

備 考 科 目

30口分 事務所費

光熱費

管事務消耗費
理通信費

支交通旅費

広告代他 出会議費
人件費

（小計）

会報印刷費

赤字返済
へ 計ロ

管理支出

毎
・
・
戦
泌
戟
鐡
騨
四ｌ

Ｉ

差#雪

衣

篝|広告代他 代表者会議会議場代

アルバイト他

、■
◆■

通信北の自然6回発行

知床基金へ

１
０
Ⅱ
１
１
１
■
用
０
１
１
１
ｌ
ｂ

－9－ －8－
１
１
１
ロ
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責
任
を
背
負
わ
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
。

Ⅷ
シ
カ
は
自
分
た
ち
の
食
糧
を
食
い
尽
く
す
ほ
ど
限
実
際
に
野
外
で
オ
ス
ギ
ッ
ネ
に
子
を
捕
ら
れ
る
例
酬■

函
り
な
く
増
え
て
し
ま
う
動
物
だ
、
と
６
年
前
、
洞
爺
が
何
％
あ
る
か
は
調
べ
よ
う
が
な
い
の
で
わ
か
ら
な
岬

岬
湖
中
島
り
エ
ゾ
シ
ヵ
の
間
引
き
問
題
で
道
の
人
が
い
が
、
テ
リ
ト
リ
ー
が
広
く
確
保
さ
れ
て
棲
息
密
度
酬

回
言
っ
た
。
こ
れ
と
同
じ
時
期
に
、
某
大
学
農
学
部
の
が
低
い
程
、
そ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
少
な
い
の
は
価

岬
動
物
学
者
が
キ
タ
キ
ッ
ネ
を
異
常
増
殖
で
あ
る
と
し
当
然
で
あ
る
。
開
発
に
追
わ
れ
一
地
域
に
密
集
し
て
酬

刊
一
た
た
め
、
道
で
は
そ
れ
を
受
け
て
捕
殺
の
強
化
を
行
く
れ
ば
、
頻
度
は
高
ま
る
に
違
い
な
い
。
飼
育
下
で
唖

岬
一
お
う
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
異
常
増
殖
に
疑
問
を
持
は
、
ま
ず
は
ほ
と
ん
ど
が
や
ら
れ
て
し
ま
う
。
Ⅲ■

州
つ
私
は
、
道
の
自
然
保
誰
課
へ
行
き
、
話
し
合
っ
て
こ
の
恐
ろ
し
い
子
ギ
ッ
ネ
キ
ラ
ー
の
若
オ
ス
た
ち
唖

岨
み
た
が
、
そ
の
時
、
課
長
は
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。
は
た
ぶ
ん
キ
タ
キ
ッ
ネ
の
社
会
を
維
持
し
て
い
く
上
川

●
●
●
●
●
●
●
●
●

即
「
キ
タ
キ
ッ
、
不
は
人
間
が
間
引
い
て
あ
げ
な
い
と
増
で
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
考
亜Ⅱ

健
え
過
ぎ
て
し
ま
う
動
物
で
す
。
エ
ゾ
シ
ヵ
と
全
く
同
え
ら
れ
る
。
「
自
然
」
は
や
は
り
す
ご
い
も
の
だ
。
野
州

酬
じ
で
す
」
と
。
あ
れ
か
ら
キ
ツ
ネ
の
捕
殺
は
、
増
加
生
の
キ
ツ
ネ
た
ち
に
、
私
た
ち
が
ど
ん
な
に
多
く
の
》

唾
を
理
由
に
今
日
ま
で
是
認
さ
れ
て
、
続
い
て
い
る
。
餌
を
や
り
続
け
て
い
っ
た
と
し
て
も
、
キ
ツ
ネ
た
ち
州Ⅱ

岬
キ
タ
キ
ッ
ネ
の
厳
し
い
社
会
を
語
る
の
に
「
子
別
は
、
増
え
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
現
在
、
増
加
亜

画

哩
れ
」
の
習
性
が
度
を
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
紹
介
さ
れ
防
止
の
た
め
と
称
し
て
行
っ
て
い
る
狩
猟
や
駆
除
は
州

て
き
た
。
し
か
し
、
私
は
飼
育
下
の
キ
タ
キ
ッ
ネ
（
動
止
め
、
生
息
地
の
自
然
を
残
す
こ
と
に
力
を
注
ぐ
べ
亜

物
園
、
観
光
牧
場
、
私
自
身
の
飼
育
経
験
）
に
お
い
て
、
き
で
あ
る
。

州
キ
ツ
ネ
社
会
の
生
存
競
争
上
、
最
も
重
要
と
思
わ
れ
悪
と
文
平
井
百
合
子
）
叩■

■型
三
二
三
・
■
■
■
三
三
二
呂
回
・
０
・
‐
ロ
呂
呂
三
』
同
日
日
冒
】
畠
三
回
■
■
三
二
三
二
‐
ロ
“
。
．
□
呂
呂
】
『
呂
口
■
■
目
三
目
昌
岾
‐
ｐ
・
七
・
・
・
二
】
三
日
■
■
三
三
三
』
■
■
■
昌
二
呂
目
二
［
■
■
昼
二
三
三
二
日
■
■
三
二
三
二
■
■
■
二
三
三
二
■
■
■
三
『
昌
三
■
■
一
一
目
【
］
』
胃
』

11Ⅱ■回■IⅡ11111Ⅱ画宮口IIIIIIIIⅡロロロⅡI

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅲ
■
日
日
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
－
ｌ
ｌ
Ｉ
？
’

た
ば
か
り
の
子
供
は
、
オ
ス
ギ
ッ
ネ
に
の
ゑ
か
な
り
亜

■■ ■

⑧
「
キ
タ
キ
ッ
ネ
」
Ⅲ

の
興
奮
を
覚
え
さ
せ
る
あ
る
種
の
ニ
オ
イ
を
持
っ
て
Ⅷ

い
る
ら
し
い
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
生
得
的
な
刺
激
反
呼

■■ ■

応
で
あ
っ
て
、
飼
育
、
野
生
の
別
な
く
共
通
し
た
も
州

■Ⅱ 11IIUIIIp■■I1IIII1I 砦
三
一
三
■
■
■
二
三
二
三
■
■
■
二
三
一
三
一
■
■
■
三
一
三
三
醸
■
■
三
一
三
三
■
■
■
三
三
三
一
■
■
■
三
三
一
三
■
■
■
三
三
三
一
■
■
■
一
三
三
三
■
■
■
一
三
百
胃
■
日
■
二
二
弓
二
口
５
口
Ｅ
・
日
・
呂
弓
二
一
■
■
■
三
三
三
一
■
■
■
三
一
三
三
■
■
■
一
三
三
三
■
■
■
一
三
三
三
■
■
■
三
三
臣

Ｉ

■
にｒ

ｑ
Ｌ
Ｄ
ト
ー
ｂ

■■ｌ

■
■
日
；
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ

１
１
１
１
丁

て
く
る
他
の
オ
ス
ギ
ッ
ネ
か
ら
大
切
な
子
供
を
守
る
剛

１
Ｗ
い
い
油
呼
汎
い
い
峠
〆
》
乃
．
Ｌ
９
Ｆ
一
口
〕
，
、
旦
叩
一
、
ノ
ー
Ｐ
、
芦
苧
Ｂ
ｒ
，
、
、
冬
ｊ
一
』
１
日
Ｊ
ｒ
ｏ
、
。
：
」
叩
，
、
４
Ⅱ

１１１

『
知
床
シ
ン
ポ
」
実
行
委
員
会
（
全
体
集

今
云
）

第
三
回
実
行
委
員
会

日
時
五
月
十
三
日
（
土
）
午
後
一
時
～
五

時

会
場
北
区
民
セ
ン
タ
ー
集
会
室

札
幌
市
北
区
北
二
十
五
条
西
六
丁
目

壷
○
二
’
七
五
七
’
三
五
三

第
四
回
実
行
委
員
会

日
時
五
月
二
十
七
日
（
土
）
午
後
一
時

～
五
時

会
場
東
区
民
セ
ン
タ
ー
集
会
室

札
幌
市
東
区
北
二
条
東
七
丁
目

壷
○
二
’
七
四
二
’
五
五
○
○

「
夕
張
岳
の
自
然
と
ス
キ
ー
場
計
画
に
つ

い
て
」
の
集
い

日
時
五
月
二
十
五
日
（
木
）
午
後
七
時

よ
り

会
場
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー

札
幌
市
北
区
北
七
条
西
六
丁
目

冠
○
二
’
七
三
六
’
三
三
八
八

道
央
地
区
勤
労
者
山
岳
連
盟
主
催
に
よ

り
、
夕
張
岳
ス
キ
ー
場
計
画
に
つ
い
て
考

え
る
講
演
・
ス
ラ
イ
ド
が
行
わ
れ
ま
す
。

１
ウ
パ
リ
コ
ザ
ク
ラ
の
会
代
表
の
内
田
豊

氏
の
お
話
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
フ
オ
メ
ｉ
シ
ヨ
ン

『

’
闘
朋

戸
口ー

－一

室
蘭
岳
を
守
る
会
「
異
議
意
見
書
」
提
出

へ

「
守
る
会
」
で
は
、
山
形
県
葉
山
の
ブ

ナ
原
生
林
伐
採
反
対
運
動
と
手
を
つ
な
い

で
運
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
葉

異議意見の内容及びその理由

1 保安林指定解除の告示があった場所を含む一帯（駕別岳、通称室蘭岳）は、水源かん養保安林
に指定され、住民の貴重な生活用水の源として多大な貢献をなしているが、その指定解除によって
住民の生命、生活に不安を与える。

2指定解除後の山林伐採により、跡地をスキー場に利用する計画がなされているが、水質汚濁の
危険が予想されてその防止策として薬物等の使用が検討されているが、これによって住民は今以上
に薬物を使用しない安全でおし､しい水を利用する権利が侵害される。

3指定解除後の山林伐採により、土砂の崩壊、流出等の発生が予想され、住民の生命、生活に危
険を与える。

土砂の流出防止策は、現地の実態調査に基づいた検討がなされていないため、有効な対策が識じ
られているといえない。

4指定解除後の山林伐採跡地には、殆ど針葉樹等の植栽が予定され、単に緑色の回復の承に意が
注がれ土砂の崩壊、流出等を防止するに十分な樹菰の植栽が考慰されていない。
5水源かん菱保安林指定により、室蘭岳周辺は良好な景観を保たれ、年間1万人を超える住民の
登山、ハイキングコースとして健全な憩いの場として親しまれているが、指定解除後の山林伐採に
より、これらの効果が失われる。

6指定解除地の上部には貴重な高山植物群落を保護するため、北海道自然環蕊等保全条例により
学術自然保護地区に指定されているが、指定解除跡地利用により同地区への悪影響が予想され同条
例の保護法益が侵害される危険がある。

7指定解除跡地利用者である本業主体は、住民の意思を無視して事業を進めた。そればかりか指
定解除地の下方に位置する香川町牧野組合所有地は、その山林を腿地造成名目で法令の規制を解除
し伐採されたが、実態上は、同社がスキー場として使用しているもので、法令の趣旨に沿わない土
地利用によって経営を行なっているものである。

指定解除に異を訴える住民に対し、経営の安定を訴えてその同意は求めているが、このような背
景によって指定解除を求めることは、森林法の趣旨を逸脱するものである。

る
習
性
が
別
に
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
シ
ョ
ッ
キ
Ⅷ

ン
グ
な
事
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
若
い
オ
ス
ギ
ッ
ネ
に
亜

見
ら
れ
る
子
ギ
ッ
ネ
の
捕
殺
行
動
で
あ
る
。
生
ま
れ
川

岸
一
寺
ｒ
犬
司
ｉ
ｆ
、
ノ
邑
Ｌ
』
、
ト
ト
、
。
，
、
言
ｒ
，
、
吟
一
ｈ
Ｊ
」
、
色
、
■

の
だ
ろ
う
。
函

子
育
て
好
き
の
性
格
に
生
れ
つ
い
た
オ
ス
は
、
し
岬

か
し
、
大
人
に
な
る
と
き
ち
ん
と
子
を
守
る
キ
ツ
ネ
刑

に
な
る
。
い
や
が
お
う
で
も
そ
う
い
う
オ
ス
は
、
子
Ⅲ

ギ
ッ
ネ
や
母
ギ
ッ
ネ
を
ね
ら
う
外
敵
は
も
ち
ろ
ん
の
叩

こ
と
、
同
族
の
ま
さ
に
内
な
る
敵
、
つ
ま
り
侵
入
し
岬

l
I

l

山
の
例
に
な
ら
い
「
異
議
意
見
書
」
を
北

海
道
知
事
と
農
林
水
産
大
臣
に
宛
て
提
出

す
る
行
動
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。
左
の
異

議
意
見
に
賛
同
さ
れ
る
方
は
「
守
る
会
」

事
務
局
も
し
く
は
連
合
事
務
局
に
御
連
絡

『
ネ
イ
チ
ュ
ア
・
フ
イ
ー
リ
ン
グ
』

卿
日
本
自
然
保
護
協
会
「
編
集
・
監
集
」

（
思
索
社
配
二
、
○
○
○
円
）

自
然
観
察
は
こ
れ
ま
で
健
康
優
良
児
の
ゑ
が
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
自
然
に
触
れ
合
い
、
よ
り
よ
く
理
解
し

た
い
と
思
う
の
は
誰
し
も
同
じ
で
す
。
け
れ
ど
か
ら
だ

の
不
自
由
な
人
は
自
然
を
〃
み
る
″
こ
と
が
出
来
る
の

だ
ろ
う
か
と
一
緒
に
野
外
で
観
察
す
る
こ
と
に
尻
込
象

し
た
り
、
不
自
由
に
人
と
の
接
し
方
が
分
か
ら
な
い
の

で
つ
い
遠
慮
し
が
ち
で
す
。
そ
ん
な
不
安
を
取
り
は

ら
っ
て
く
れ
る
の
が
こ
の
一
冊
で
す
。
そ
し
て
単
な
る

Ｈ
Ｏ
Ｗ
・
Ｔ
Ｏ
物
に
終
わ
ら
ず
人
間
の
感
性
を
研
ぎ
す

ま
し
て
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
新
し
い
自
然

の
姿
が
み
え
て
く
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
本
で
す
。

従って告示された保安林指定解除は、理由がなく解除すべきでない。 『
幻
世
紀
は
こ
う
な
る
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
』

’
三
１
ト
ン
増
刊
号

（
教
育
社
酌
一
、
三
○
○
円
）

今
巷
で
は
、
皿
世
紀
を
目
前
し
て
未
来
論
が
大
は
や

り
で
す
が
、
そ
の
未
来
像
を
見
せ
て
ま
－
く
れ
る
の
が

こ
の
本
で
す
。
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
開
発
や
大
深
度

地
下
開
発
な
ど
「
最
先
端
」
の
情
報
が
盛
り
沢
山
て
せ

す
か
せ
、
こ
の
本
の
描
く
未
来
に
は
森
や
動
物
た
ち
の

姿
は
あ
り
ま
せ
ん
。
至
っ
て
無
機
質
な
世
界
が
展
開
さ

れ
て
い
る
だ
け
で
す
。

自
然
保
謹
を
行
う
側
か
ら
の
未
来
像
と
い
う
の
は
な

い
の
で
し
ょ
う
か
？
開
発
主
義
の
未
来
像
だ
け
を
溢
れ

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

（
宇
仁
）

灘
繍
欝
議
霧
鍵
難

○
室
蘭
岳
の
自
然
を
守
る
会

〒
剛
室
蘭
市
港
北
町
５
丁
目
妬
番
地

事
務
局
三
浦
進

云
○
一
四
三
’
五
五
’
七
七
一
六

下
さ
い
。
「
異
議
意
見
書
」
を
御
送
り
し
ま

一
◎
す○

沙
流
川
を
守
る
会

〒
肺
１
ｍ
沙
流
郡
平
取
町
二
風
谷

山
道
康
子

念
○
一
四
五
七
’
二
’
二
○
六
一

○
１
ウ
パ
リ
コ
ザ
ク
ラ
の
会

夕
張
市
千
代
田
３
番
地
型
Ｈ
髄
１
１

１
剛

事
務
局
三
浦
真
也

今
号
で
紹
介
し
た
会
の
連
絡
先
は
次
の

と
お
り
で
す
。

一
ね
つ
と
わ
’
く
一

ね
つ
と
わ
’
く

１
１

－10－－11－

－－ 一－－



’
○
ハ
イ
テ
ク
汚
染
に
法
の
網

中
央
公
害
対
策
審
議
会
は
三
月
十
八

日
、
発
ガ
ン
性
物
質
の
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ

レ
ン
と
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
を
水
質

汚
濁
防
止
法
の
有
害
物
質
に
指
定
し
て
、

排
水
基
準
を
設
け
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ

答
申
を
青
木
環
境
庁
朝
刊
に
提
出
し
た
。

同
庁
は
、
こ
れ
ま
で
野
放
し
状
態
に
あ
っ

た
有
害
物
質
に
よ
る
地
下
水
汚
染
を
規
制

す
る
た
め
の
水
濁
法
改
正
法
案
を
今
国
会

に
提
出
す
る
こ
と
を
決
め
て
お
り
、
地
下

水
の
ハ
イ
テ
ク
汚
染
に
も
法
の
網
が
か
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
３
．
昭
道
新
）

○
「
泊
原
発
の
営
業
運
転
凍
結
せ
よ
」

穣
丹
町
農
協
は
十
八
日
に
開
か
れ
た
総

会
で
、
北
電
泊
原
子
力
発
電
所
の
営
業
運

転
凍
結
を
求
め
る
決
議
を
し
た
。
決
議
は

「
北
海
道
農
業
が
内
外
の
厳
し
い
環
境
の

中
で
生
き
残
る
た
め
に
は
、
食
の
安
全
性

を
最
優
先
を
最
優
先
さ
せ
る
こ
と
」
と
し
、

「
農
業
と
原
発
は
共
存
で
き
な
い
。
安
全

性
が
Ⅷ
％
保
証
さ
れ
る
ま
で
泊
原
発
の
営

業
運
転
凍
結
を
強
く
求
め
る
」
と
結
ん
で

い
る
。

（
３
．
四
道
新
）

『
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
９
』
伽
６

〒
剛
渋
谷
区
桜
丘
９
１
〃
親
和
ビ
ル

５
０
１

熱
帯
林
行
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

『
象
ど
り
の
新
聞
」
恥
沌

〒
川
文
京
区
本
駒
込
１
１
加
１
７

日
本
み
ど
り
の
連
合

『
Ｓ
Ｏ
Ｓ
』
恥
皿

〒
麺
鳥
羽
市
鳥
羽
１
１
認
１
，

海
の
博
物
館
内
Ｓ
Ｏ
Ｓ
運
動
本
部

「
蒲
生
を
守
る
会
だ
よ
り
』
恥
娚

〒
卿
仙
台
市
青
葉
区
角
五
郎
２
１
４

１
６
木
村
フ
ジ
方

蒲
生
を
守
る
会

『
出
羽
三
山
の
自
然
を
守
る
会
だ
よ
り
』

Ｑ
３

Ｎ
９

〒
Ⅷ
山
形
県
鶴
岡
市
本
町
２
丁
目
ｍ

ｌ
９
鈴
木
方

出
羽
三
山
の
自
然
を
守
る
会

『
石
川
の
自
然
』
恥
珊

〒
卿
金
沢
市
高
岡
町
７
１
釦

石
川
県
自
然
保
護
協
会

『
し
ら
び
そ
』
恥
調

〒
皿
東
京
都
北
区
王
子
本
町
１
１
妬

ｌ
躯
小
林
方

連
峰
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
反
対
連
合

『
原
生
林
一
三
ｌ
ス
レ
タ
ー
』

会
報
の
コ
ー
ナ
Ｉ

切
り
抜
き

卵
・
２
．
刀
～
４
・
お
到
着
分

’

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
鳴
い
た

北
見
営
林
支
局
は
十
三
日
、
昭
和
六
十

三
年
度
に
実
施
し
た
知
床
国
立
公
園
内
で

の
野
生
鳥
獣
生
息
調
査
の
報
告
書
概
要
を

発
表
、
過
去
二
回
の
調
査
で
は
は
っ
き
り

し
な
か
っ
た
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
が
、
鳴
き
声

だ
け
で
は
あ
る
も
の
の
、
初
め
て
確
認
さ

れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
他
に
確
認

さ
れ
た
獣
類
は
エ
ゾ
シ
カ
、
キ
ツ
ネ
、
ヒ

グ
マ
、
ク
ロ
テ
ン
、
ユ
キ
ウ
サ
ギ
な
ど
。

（
４
．
皿
道
新
）

○
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
は
大
規
模
・
滞
在
型

に

道
開
発
庁
が
３
月
中
旬
に
米
国
・
カ
ナ

ダ
に
派
遣
し
た
北
米
リ
ゾ
ー
ト
調
査
団
は

十
三
日
ま
で
に
、
調
査
報
告
の
骨
格
を
①

ミ
ニ
ス
キ
ー
場
の
乱
立
か
ら
大
規
模
ス

キ
ー
場
へ
の
集
約
②
冬
の
滞
在
型
リ
ゾ
ー

ト
地
の
整
備
の
二
点
と
す
る
こ
と
を
固
め

た
。
大
規
模
ス
キ
ー
場
の
乱
立
に
よ
る
自

然
破
壊
や
魅
力
の
低
下
に
対
す
る
行
政
側

の
新
し
い
視
点
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

つ
く
》
○

（
４
．
皿
道
新
）

○
リ
ゾ
ー
ト
基
本
構
想
「
富
良
野
・
大
雪
」

を
承
認

国
土
庁
な
ど
六
省
庁
は
十
七
日
、
総
合

保
養
地
域
整
備
法
（
リ
ゾ
ー
ト
法
）
に
基
づ

い
て
申
講
さ
れ
て
い
た
本
道
の
「
富
良

野
・
大
雪
」
リ
ゾ
ー
ト
基
本
構
想
を
十
八

〒
伽
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
２
１
８
１
１

虎
ノ
門
電
気
ピ
ル

（
財
）
日
本
自
然
保
護
協
会

原
生
林
保
護
基
金

「
夢
喰
だ
よ
り
」
恥
６

〒
伽
ｌ
似
江
別
市
野
幌
若
葉
町
蛇
１
１

酪
農
学
園
大
学
・
北
海
道
文
理
科
短

・
期
大
学
生
動
物
生
態
研
究
会

「
ヌ
タ
プ
カ
ム
シ
ペ
」
恥
凪

〒
Ｍ
旭
川
市
末
広
東
１
条
４
丁
目

大
雪
と
石
狩
の
自
然
を
守
る
会

「
都
市
と
自
然
』
恥
獅

〒
瓢
大
阪
市
北
区
豊
崎
２
丁
目
４
１
５

岸
本
ビ
ル
２
Ｆ

③
大
阪
自
然
環
境
保
全
協
会

『
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
報
』
叱
加

〒
川
千
代
田
区
丸
の
内
２
１
４
１
１

丸
ビ
ル
３
３
６
号
室

（
財
）
観
光
資
源
保
護
財
団

『
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
』
恥
師

〒
剛
札
幌
市
中
央
区
北
３
西
、

加
森
ピ
ル
５
６
階

紛
北
海
道
自
然
保
護
協
会

『
Ｐ
Ｏ
Ｌ
ｉ
ｔ
ｉ
ｃ
ａ
』
恥
乃

〒
独
長
野
県
茅
野
市
玉
川
２
２
６
２

炉
辺
社
原
伊
市

『
く
ら
し
を
洗
う
』
恥
３

〒
伽
札
幌
市
中
央
区
北
４
西
廻

ほ
く
ろ
う
ビ
ル
－
Ｆ

く
ら
し
を
洗
お
う
／
、
さ
っ
ぼ
ろ
市
民
連

岡
田
周
子
二
千
円

林
一
恵
千
円

切
山
美
穂
子
三
千
円

小
川
典
子
・
雅
七
千
円

土
屋
エ
イ
子
二
千
円

佐
藤
清
子
二
千
円

大
音
逸
郎
二
千
円

法
然
院
森
の
教
室
七
千
円

日
付
で
承
認
い
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ
の

計
画
は
、
十
年
間
で
の
完
成
を
目
標
と
し
、

事
業
費
だ
け
で
約
二
千
八
百
億
円
に
な

り
、
大
雪
山
系
を
中
心
に
、
上
川
、
十
勝
、

日
高
の
三
管
内
に
ま
た
が
る
一
市
七
町
一

村
が
対
象
地
域
で
、
総
面
積
は
約
三
十
三

万
四
千
鯵
に
な
る
。

（
四
・
十
七
道
新
）

○
洞
爺
湖
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
「
民
活
方

式
」
で
今
秋
着
工

地
元
自
治
体
か
が
無
償
で
提
供
、
民
間

企
業
中
心
の
第
三
セ
ク
タ
ー
が
事
業
を
行

う
民
活
方
式
「
グ
リ
ー
ン
ス
テ
イ
溝
想
」

に
基
づ
き
、
虻
田
町
月
浦
地
区
に
約
六
・

三
鯵
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
を
計
画
し
て

い
る
。
第
三
セ
ク
タ
ー
は
地
元
企
業
の
ほ

か
伊
藤
忠
商
事
も
参
加
し
て
い
る
。

（
四
・
二
十
一
道
新
）

○
「
道
民
の
森
」
に
民
間
リ
ゾ
ー
ト
開
発

計
画道

が
石
狩
管
内
当
別
町
と
空
知
管
内
月

形
町
の
道
有
林
一
万
一
千
術
で
造
成
を
進

め
て
い
る
「
道
民
の
森
」
事
業
の
中
に
、

民
間
企
業
に
よ
る
大
規
模
ス
キ
ー
場
と
ゴ

ル
フ
場
建
設
計
画
が
あ
る
こ
と
が
二
十
五

日
、
明
ら
か
に
な
っ
た
。
「
道
民
の
森
」
は

キ
ャ
ン
プ
場
や
植
物
園
な
ど
各
種
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
整
備
、
森
林
に
親
し

む
リ
ゾ
ー
ト
を
形
成
す
る
道
の
事
業
。

昭
和
六
十
三
年
か
ら
本
格
的
に
着
工
、
平

’
絡
会

『
苫
小
牧
市
美
を
湿
原
の
保
全
に
関
す
る

基
礎
的
研
究
』

矢
部
和
夫

寄
付

’

成
四
年
度
ま
で
三
十
八
億
円
を
投
入
、
整

備
し
、
来
年
秋
に
一
部
オ
ー
プ
ン
を
目
指

し
て
い
る
。

（
四
・
二
十
六
道
新
）

○
「
道
民
の
森
」
自
然
環
境
に
配
慮

道
の
林
・
林
務
部
長
は
二
十
六
日
開
か

れ
た
道
議
会
決
算
特
別
委
員
会
で
風
早
俊

男
氏
（
民
生
ク
ラ
ブ
）
の
質
問
に
答
え
「
で

き
る
限
り
自
然
環
境
の
保
全
に
配
慮
し
て

事
業
を
進
め
た
い
」
と
述
べ
、
計
画
変
更

の
考
え
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

（
四
・
二
十
六
道
新
）

「
日
本
の
自
然
一
○
○
選
」
に
も
選
ば
れ

た
秋
川
渓
谷
の
あ
る
五
日
市
町
で
も
、
巨

大
開
発
に
よ
る
自
然
破
壊
の
問
題
が
も
ち

あ
が
っ
て
い
ま
す
。
何
と
か
阻
止
出
来
な

い
か
と
か
皆
頭
を
痛
め
て
い
ま
す
が
、
大

変
困
難
な
状
況
で
す
。

人
間
は
自
然
の
一
部
に
す
ぎ
ず
、
自
然

の
め
ぐ
ぷ
な
く
し
て
は
一
秒
た
り
と
も
生

き
て
い
け
な
い
と
い
う
事
に
気
づ
く
の
は

い
っ
た
い
い
つ
の
事
で
し
ょ
う
か
。
今
気
〃

づ
い
て
も
、
も
う
遅
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

の
に
。

（
東
京
都
・
岡
田
周
子
）

圭
戸
・
ｏ
ｏ

Ｉ
ｌ
Ｉ

事務局スタッフ募集
○知床シンポジウムの準備により事務局の仕聯が増えてきました。発送作業や
企画会議など多くの人のアイデアと時間が必要になっています。

○現在、北大自然保謹研究会のメンバーと環境科学研究所の院生の方に手伝っ
てもらって、､ますが、木腿日の午後が事務所無人となっています。どなたか
来てくださいませんか？ お願いします。

phoneO11-742-3161 (月～金。 13時～18時）
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活動の記録琴議詣
△
、
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ロ
ロ
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》
小
丸
が
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Ｑ■
■

町
、

(2月7日～4、､ノヴ『.¥手が

・溌篭
一

縛謬,-；

3月4日

~

辞I

○道内各団体にシンポジウムの案内発

送

○第1回知床シンポ実行委員会(札

幌・婦人文化センター）

○後援・協賛の依頼開始

○『北の自然jNo39納品

○第1回代表者会議(札幌･婦人文化セ

ンター）

○『北の自然jNo.39発送

○事務局会議

○第2回知床シンポ実行委員会(札

幌。婦人文化センター）

○事務局会議

○事務局会議

○「知床シンポ実行委員会」郵振口座

開設(番号：小樽2-3016)

○『北の自然jNO39発送(加盟団体分）

○知床シンポ協賛団体確定

4月7日

4月9日

3月12日

4月14日

4月21日

4月22日

3月28日

4月1日

4月2日

4月24日

4月26日4月6日

○
レ
イ
ア
ウ
ト
を
や
り
終
え
て
、
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
き
り
で
編
集
作
業
を
し
た
の
は
初
め
て
で
、
し

ん
ど
か
つ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
。
ひ
と
つ
の
作
品
を

創
っ
た
と
い
う
充
実
感
に
満
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
け
れ

ど
紙
幅
の
都
合
上
で
削
っ
て
し
ま
っ
た
文
字
の
多
さ
を

考
え
る
と
つ
ら
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
せ
っ
か
く
原
稿

を
買
い
て
頂
い
た
の
に
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
が

あ
っ
た
こ
と
を
お
わ
び
し
ま
す
。

○
次
号
は
道
有
林
の
実
情
を
特
集
し
よ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
道
民
の
共
有
物
が
今
ど
ん
な
状
況
に
あ
る
の
か

を
調
べ
上
げ
、
環
境
保
全
の
立
場
か
ら
見
て
好
ま
し
い

状
態
に
あ
る
の
か
ど
う
か
を
見
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

○
「
知
床
シ
ン
ポ
」
ま
で
三
カ
月
と
な
り
ま
し
た
。
正

式
名
称
は
「
日
本
の
森
と
生
活
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
と
長
い
の
で
す
が
、
日
常
の
暮
ら
し
の
中
か
ら
森

林
を
捉
え
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

（
宇
仁
）

一
九
八
九
年
五
月
一
日

発
行
者
北
海
道
自
然
保
護
連
合

代
表
宇
仁
義
和

編
集
者
井
山
浩
一

事
務
所
札
幌
市
東
区
北
二
十
条
東
一
丁
目

前
田
ビ
ル
二
○
三
号

電
話
（
皿
）
七
四
二
’
三
一
六
一

振
替
口
座
小
樽
一
’
四
○
七
一

賛
助
会
員
年
間

一
口
三
、
○
○
○
円

北
の
自
然
隔
月
発
行

印
刷
北
海
道
機
関
紙
印
刷
所 |’

一

＝
山呈

キャンピング

カヌー

アウトドア用品

秀岳荘虐当瞼道･凸の店万古苓土
営業時間/AM10:00～PM7:00定休日／毎週月曜日

札幌本店札幌市北区北12条西3丁目壷（011)726-1235
旭川店旭川市7条8丁目左2号壷（0166)23-3416

（専用駐車場完備）
一
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